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概 要

本研究の目的は，情報検索の結果として得られた文書集合から，ユーザーの必要とする文書を効率よ
く選択するための情報ナビゲーション手法を提案することである．我々は検索文書間の関係から重要語を
抽出するために，複数文書間の類似性構造というマクロな情報を，語の重要度というミクロな情報に写像
する語の統計量に基づく新しい手法を提案している．昨年度までの研究で �� 同手法に基づき文書分類に
よる情報ナビゲーションと文書要約を同時に兼ね備えた情報ナビゲーションシステムを提案した，�� ナビ
ゲーション過程や結果に現れる複数文書を対象とし，複数文書要約を生成する際の基本手法を検討し，特
に，文間結束性の欠如をハニング窓関数に基づく文重要度計算手法の導入により改善する手法を提案した，
�� より粒度の細かい複数文書要約において必要となる，特定の領域に依存しつつも精度良く文書からその
スキーマを抽出する手法を提案した．
本年度は，上記 ��に示す複数文書要約手法について，利用者の持つ複数の情報要求に同時に答える要

約を生成するために質問応答エンジンを文重要度計算に利用する手法を検討するとともに，評価型ワーク
ショップである �����	 �
�� において評価を行なった．また，��については，活性度伝播に基づく事
件記事の重要箇所抽出を検討し，実装システムに基づき定性的な評価を行なった．

� はじめに
近年，検索エンジンのような情報検索システムが広く利用されるようになり，検索要求に関連のある文書

を容易に得る事が出来るようになった．しかし，検索要求に関連性の低い文書を完全に排除できない，検索
結果文書の構造化がなされていないなどの問題点がある．有効な方策としては，検索された各文書の要約
の提示することによる元文書参照時間の削減，検索結果文書をクラスタリングすることによる関連文書と
不要文書の分類などが従来提案されている．これらの方策に共通する必要不可欠な技術は検索結果文書集
合を考慮した重要語の抽出である．その代表手法は検索要求中の語の重要度を高くする方法であり，これを
自動要約に利用したものが���������	�
 �������
�����������である．この手法は直観的ではあるが，検
索エンジンによる各種フィードバック等の工夫が反映されないという問題点がある．一方，我々は検索質
問ではなく，検索文書間の関係から重要語を抽出することを検討している．これは，複数文書間の類似性
構造というマクロな情報を，語の重要度というミクロな情報に写像する新しい手法である．この手法では，
文書分類の過程で得られた文書間の類似性構造を適切に説明する度合を語の重要度とする．
昨年度までの研究では，��� この重要語抽出手法が方法論として文書分類と自然に融合している点に着目

し，文書分類に基づく情報ナビゲーションと文書要約を同時に兼ね備えた情報ナビゲーションシステムを提
案・評価を行なった，��� ナビゲーション過程や結果に現れる複数文書を対象とし，情報利得費に基づく語
の重要度と����������� �������� ������� ��を統合した複数文書要約手法を検討し，文間結束性の欠
如をハニング窓関数に基づく文重要度計算手法の導入により改善する方法について考察した，�!� より粒度
の細かい複数文書要約においては，個々の文書の持つ情報構造を同一の枠組で捉える必要があるため，特定
の領域に依存しつつも精度良く文書からそのスキーマを抽出する手法を提案・評価した．
上記 ���で検討した複数文書要約手法における課題としては，利用者の持つ複数の情報要求に対して同

時に答えられる要約文書の生成があった．特に複数文書要約においては内容が把握できるように，ある程
度の要約文書量が必要となるため，利用者の知りたい事柄の各々について要約文書を生成すると最終的に
利用者が読むべき文書量が増えてしまう．複数の要求の答を一度に概観ができることが望ましい．そこで，
本年度は，上記 ���に示す複数文書要約手法について，利用者の持つ複数の情報要求に同時に答える要約を



生成するために質問応答エンジンを文重要度計算に利用する手法を検討するとともに，評価型ワークショッ
プである "�#$�% ��#!において評価を行なった
また，�!�については，活性度伝播に基づく事件記事の重要箇所抽出を検討し，実装システムに基づき定

性的な評価を行なった．

� 複数の質問に焦点を当てた複数文書要約手法
��� はじめに

大量の文書が溢れている昨今，その中から必要とされる情報を効率良く見つけたいという要求がある．情
報検索や質問応答等の技術により情報要求に関連する文書群や答え自身を容易に得る事が出来るようにな
りつつあるが，最終的には原文書を調べる必要がある．これらの技術と相補的な関係にあるのが，検索文書
群を対象とした複数文書要約技術である．特に，近年，「質問の答に焦点を当てた要約」�&�	'�� (� �	�


�������
������が注目されている �)�$*�+ ,�(*��．これは，情報検索過程においては利用者が情報要求
を持っており，また，それらが質問文として記述できるという考え方に基づく．複数文書要約においては内
容把握ができるように，ある程度の要約文書量が必要であるので，利用者の知りたい事柄の一つ一つにつ
いて別々の要約文書を生成すると，最終的に利用者が読むべき文書量が増えてしまう．複数の要求の答とそ
の背景知識を一度に概観できるような要約が生成できることが望ましい．
以上を踏まえて，本章では，複数の質問文に対応可能な文重要度計算法として質問応答エンジンの解のス

コアを利用する手法を提案する．

��� 提案手法の概要

本稿では，要約対象文書群は，情報検索等の結果として得られており，また，利用者の情報要求は，複数
の質問文として与えられているとする．質問文については，利用者がシステムとの対話の中で一つずつ与え
ていき，その都度，その答を含む文脈をそれ以前の要約文書との関連を考慮しつつ要約していくという設
定が自然ではある．しかし，本稿では第一次近似として，複数の質問文が同時に与えられることを想定し，
利用者との対話の中での要約生成は今後の課題としたい．
この状況下では，複数文書要約のために，��「情報要求を考慮した重要箇所抽出」，��「文書間の冗長箇

所の削除」，!�「文書間の相違点の抽出」が必要であると考える．提案手法では，これらについて，��質問
応答エンジンの出力スコアに基づく文の重要度計算 �上記 �に対応�，��語の出現分布に関する情報利得比
に基づく文の重要度計算 �上記 �，!に対応�， ����に基づく要約文書中の冗長性の制御 �上記 �に対応�

を用いる．更に抽出文間の結束性の担保のために，
�ハニング窓関数に基づく文重要度平滑化を採用する．
本システムへの入力は要約対象となる日本語文書 �の $-�の集合，情報要求に対応する質問文の集合，な

らびに，求める抜粋の長さ �文字数もしくは文数�である．出力は文書集合の抜粋 �文の列�である．例えば，
今回の評価で用いたテストコレクションである "�#$�% ��#!の ��.� */** �クローン羊ドリーに関する
記事群� の場合，図 �に示す �つの文書 $-，図 �に示す �*の質問文，ならびに，要約文書長 %��文字が入
力である．この時，本システムは，まず，各文に対して ���質問応答エンジンに基づく重要度計算，ならび
に，���語の確率分布に関する情報利得比に基づく重要度計算を行ない，その結果を統合して重要度を求め
る．次に，出力される要約における文間の結束性を維持するために，ハニング窓関数を用いて文の重要度の
変化を平滑化する．そして，���を用いて，重要度を考慮しつつも冗長性が少なくなるように文を順位付
けする．順位付けられた文集合から指定された要約長に相当する上位の �文を選択する．最後に原文書群
のクラスタ構造と記事の日付順を考慮して選択した文を配置する．図 !に出力抜粋の例を示す．この中でゴ
シック体になっている部分が先ほどの質問の答の一つである．

��� 実験と評価

本節では，評価型ワークショップである"�#$�% ��#!における (����� ���の課題により提案手法に基
づくシステムを評価する．"�#$� ��#は国立情報学研究所主催の文書自動要約に関する一連の評価型ワー
クショップである �(0*��．"�#$�% ��#!の報告会は �**%年 1月に開催された �)0("*%�．本稿では，��
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図 �2 入力例2 文書 $-の集合 �"�#$�% ��#! ��.� */**�� �

「ドリー」は何の名前か？／クローン羊ドリーはどこで誕生したか？／クローン羊ドリーは、胎児細胞ではなく何の複製である
ことが実験で確認されたか？ ／クローン羊ドリーは何からつくり出されたか？ ／クローン羊ドリーの元になった雌羊の細胞と
ドリーの細胞とで、何が同一であると確かめられたか？ ／英国のロスリン研究所を率いているのは誰か？ ／クローン羊ドリー
が妊娠中の羊から採った乳腺細胞をもとにつくりだされたことについて、どのような批判があったか？ ／クローン羊ドリーの
細胞の寿命は普通の羊と比べてどうであることが分かったか？ ／クローン羊ドリーの出産はいつか？ ／クローン羊ドリーの出
産により何が確認されたか？
� �

図 �2 入力例2 質問文の集合 �"�#$�% ��#! ��.� */**�� �
８日付のイブニング・スタンダード紙によると、英国のロスリン研究所は、世界で初めて体細胞を卵子に組み込んで誕生させた
雌のクローン羊「ドリー」（生後１年半）と雄の羊を交尾させたことを明らかにした。一昨年、世界初のクローン羊ドリーをつ
くることに成功した英エディンバラのロスリン研究所は２３日、ドリーがこのほど出産、正常な生殖能力があることが確認され
たと発表した。詳細は二十三日発行の英科学雑誌「ネイチャー」に掲載される。ドリーは、妊娠中の羊から採った乳腺（にゅう
せん）細胞をもとにつくり出された。この雌羊はすでに死んでいるが、組織の一部は、英国内で凍結保存されている。英国ロス
リン研究所のイアン・ウィルムット博士のグループと、英国レスター大のグループは、クローン羊ドリーが大人の雌羊の体細胞
核移植によるクローンであることをそれぞれＤＮＡ鑑定で裏付け、２３日発売の英科学誌「ネイチャー」に発表した。生まれた
のは雄二頭と雌一頭で、いずれも元気だという。ドリーを誕生させた英国のロスリン研究所などのチームが二十七日発売の英科
学誌「ネイチャー」で発表する。すでに二回妊娠し、元気な子供も産んだ。
� �

図 !2 出力例2 要約文書 �抜粋�

モデル抜粋との比較による抜粋の性能，ならびに，�� モデル要約との比較による質問に対する解の被覆率
に基づき評価を行なう．モデル抜粋とモデル要約はタスクオーガナイザにより準備がなされ，(����� ���

の後に評価のために配布された．
同 (����� ���の課題は，!*トピックからなる．各トピックは，要約対象文書 $-のリスト �/～��文書�，

トピックの表題 �検索要求を簡潔に表現したもの�，生成すべき要約文書の長さ �文字数，ならびに，文数．
いずれも短いもの ��3���+要約率約 /4�と長いもの �5���+要約率約 �*4�の二種�，要約に含まれるべき事
項を表した質問文のリスト ��3���用平均 671文と 5���用平均 ��7�文の二種�から構成される．

����� 重要文抽出の性能に関する評価

提案システムの出力抜粋の平均被覆率 �モデル抜粋中の文を再現できている割合�ならびに平均精度 �出
力抜粋の各文がモデル抜粋に含まれる割合�を図 %���，���に示す．図中のラベル 8����������9は提案
手法である．ラベル 8�������9ならびに 8����������9，8������������	9は我々が用意したベー
スラインである．8�������9は提案手法において質問応答エンジンによる文重要度を使わない場合に相当
する．8����������9は ���������	�
手法に基づくベースラインであり，質問文中に含まれる語に追加
の重みを与えるものである．8������������	9は 8����������9に加えて，":の出現に重みを与え
るものである．提案手法とこれらベースラインとの間の主な違いは質問応答エンジンの出力，すなわち，質
問の答えに関する情報を使うか使わないかである．
一方，85��
9はタスクオーガナイザが提供した 5��
手法 �各文書の先頭部分を抽出する�によるベース

ライン，それ以外の点は他の参加システムである．ただし，トピック情報中の質問文群の利用については，
参加グループの判断に委ねられている．そのため，5��
法を含め質問文群を利用していないシステムが存
在することに注意されたい．

����� 質問に対する解の被覆率に基づく評価

各トピックについて，�3���，5���の各要約文字数に対して，モデル要約に含まれる質問文の解が提案シ
ステムの出力抜粋に含有される度合 �解の平均被覆率�を調べた．図 /���，���に示す．尺度としては，正解
文字列そのものが現れる割合の平均値 �:�� � ��� 3�，ならびに，正解文字列����と文 �の間の編集距離
に基づく尺度の平均値 �:
�� -�	��� ��の二種類がタスクオーガナイザにより提供されている．
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図 %2 抜粋の平均被覆率ならびに平均精度
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図 /2 質問に対する解の平均被覆率

��� 考察

図 %���によると，要約長が短いとき �8�3���9�には，提案手法 ������������は 5��
手法には勝って
いるが，ベースライン ����������，������������	とはほぼ同等である．つまり，質問文中の語
だけでも抜粋生成について十分な情報があり，あえて解を求める必要はなさそうである．一方，要約長が
長いとき �85���9�には，図 %���に示すとおり，すべてのベースラインならびに他参加システムに対して，
その優位性が示されている．ただし，質問文の情報を利用しない参加システムもあることに注意されたい．
�&エンジンを使わない �������と比較すると性能の改善は著しく，�&エンジンによる重み付けが非常
に有効に機能していることがわかる．
ところで，5���については提案手法の抜粋精度が *71�*と高いのに対して，抜粋被覆率は *7!��と低い．

これは，別の文書に由来する同一もしくは非常に似通った文を抽出する例が見受けられるためである．出力
文書の冗長制御を行なっている��$���では，名詞の重要度を成分とする文ベクトルの類似度を用いてい
るが，各語の重要度は文書によって異なるために，全く同一の文であっても類似度が � にならない．文間
類似度計算の精緻化が今後必要である．
次に質問の解の被覆率について考察する．図 /によると，提案手法は各種ベースラインと比較して，�3���，

5���の要約長のいずれにおいても，改善されていることがわかる．

��� 本章のまとめと今後の課題

本章では，複数の情報要求に対して一度に答えることができる複数文書要約を目標として，質問応答エ
ンジンを用いた文重要度計算を汎用の文重要度計算に融合する手法を提案した．さらに，"�#$�% ��#!

(����� ���に基づく評価により，その有効性を示した．
今後の課題としては，先に述べた��$���における文類似度の精緻化の他に，質問の解解析の高速化が

挙げられる．現在は，与えられた文書中の全ての形態素についてスコアを求めているため，平均的な ;#を
利用した時に �質問当り数十秒の処理時間がかかっている．
また，質問文の取り扱いについて，最初に多くの質問文が同時に与えられるという想定は第一次近似であ

ることを本稿の最初で述べた．本来は，利用者がシステムとの対話の中で少しずつ質問を与えていき，そ
の都度，その答を含む文脈をそれ以前の要約文書との関連を考慮しつつ要約していくという設定が自然で
ある．そこで，質問応答における関連性のある一連の質問に答えるタスク �<(�*%�との関連性を考察しつ
つ，対話型の要約システムの実現を検討したい．

� 活性度伝播に基づく事件記事の重要箇所抽出
��� はじめに

文章からの情報抽出について検討している．このとき，どのような観点から重要事項を判断するかが中心
的なメカニズムとなる．また，文章の構成要素は種々の関係が影響しあい，抽出にはこの影響も考慮する必
要がある．ここでは，枠組みとして「活性度伝播」を用い，特に，新聞の事件記事を対象に，記事の意味的



な情報としてもっとも重要なものの一つと考えられる「容疑者の行動」の抽出を検討する．

��� 解析処理のモデル化

����� 事件記事のモデル化

文章を，いくつかの素性を持ち，言及される対象や概念に対応するノード �具体的には句に相当する�と，
対象 �ノード�間の関係 �リンク�ととらえ，グラフ構造としてモデル化する．この構造では，それぞれの関
係ごとにグラフ構造が存在し，全体としては，それらを重ね合わせたものとなる．用いた素性を表 �に示す．

表 �2 実験システムでの素性，関係，重み
素性 重み 素性 重み

動作 動作を表す概念 � 人 人を表す概念 �
物 物の相当する概念 � 主題 文中の主題を表す �
題述 文中の題述を表す � 動作主 述語に対して動作主格をあらわす �
対象 述語に対して対象格をあらわす � 位置 位置を表す概念 �
時刻 時刻を表す概念 � 日付 日付を表す概念 �
受け身 受け身の述語である � 文末 文末である �

関係 重み 関係 重み
格関係 格関係 � 語彙連鎖 語彙連鎖の関係 �
行動連鎖 連続する行動としての前後関係 � 修飾関係 後続する文の要素を修飾している �

����� 活性度伝播

前述のグラフ構造で表される意味構造においては，例えば，ひとつのノードについての注目の度合いは，
それにリンクしている他のノードにも伝搬しうる．この注目の度合いを「活性度」と定義する．
活性度は関係に応じてリンクを辿り，次々と他のノードへ伝播していく．他のノードからの活性度の伝播

もあり，以下の方程式を満たすようにバランスするものと考える．

��� =
�

�

������ �� =
�

�

����� >
�

�

�� ���

ノード 	からノード 
 へのリンクの「伝搬率」��� は，ノード 	からノード 
 へ関係 � が存在するかどう
か �����，�または *�と，その関係の重み �� から計算される．ノード 	の活性度 �� は，ノード 	の素性 �

の重み ����付き合計と，他のノードからの活性度の伝搬のから計算される．
結局のところ，ノードの活性度は，素性の有無の判定とノード間の関係判定の後，素性重み，関係の重み

が決まれば連立方程式により，決定される．

����� 実現と事件記事での行動抽出，検討

各素性，関係の解析には，「南瓜」，「日本語語彙大系」，「文末，様相の解析」，「修辞構造理論」などの要素
技術を用いている．システムは，?#>>にて実現され，重みを調整できるスライドバーを持つ．スライド
バーが操作されるごとに，活性度が計算され表示される文章の色の濃さの違いとして表示される．
図 1は，新聞記事 �日本経済新聞 ���!年 �月 �日版から�を解析した結果である．活性度の高い要素ほ

ど濃く印刷されている．
定性的な評価として，次がある．���重要と思われる個所が活性度に応じて濃く表示されている，���活

性度計算は十分に早い，�!�重みを決める戦略が不確定である，�%�素性，関係の解析の精度が不十分であ
り，それが結果に影響している．

��� 本章のまとめと今後の課題

ミクロ的には，各基礎技術の応用，それを統括するモデルとして活性度伝搬モデルを導入した．句をノー
ドの単位とし，句間の関係により文章を構造化した．動的に解析できるが，重みの決定法に関して課題が
ある．
応用としては，各種開発のプラットホーム，視覚化による文章構造検討ツール，文章の読み上げ �音声合

成の抑揚チューニング�が考えられる．



愛知・日進町，放火の疑い，アパート全焼１６歳少年
逮捕．八日午前八時十分ごろ，愛知県愛知郡日進町の
木造二階建てアパートの一階の一室から出火，�中略�

調べによると，Ａ少年は鍋に灯油を入れ，その中に
火の付いた紙を投げ込んだという．Ａ少年は高校受験
を終えたころから，ノイローセ気味だったという．ア
パートには三世帯，八人が入居していたが，けが人は
なかった．

��� 原文 ��� 出力

図 12 活性度伝播に基づく事件記事の重要箇所抽出2出力例
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